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Ⅰ  理事長挨拶

　企業の皆様には、日頃から岩手県工業技術センターをご利用頂き、
ありがとうございます。
　さて、当センターが地方独立行政法人に移行して、この4月で満10年と
なり、1期を5年とする中期計画も、平成28年度に第3期中期計画期間の初年度を迎え、新たなスター
トを切ったところであります。
　これまで、当センターでは、「創るよろこび・地域貢献」と「企業の皆様と一緒に」を基本姿勢と
して、技術相談や依頼試験、機器貸出などの基本サービスを通じ、皆様が使いやすいセンターを目
指すとともに、各種研究と事業化・商品化に向けた取組や産業人材の育成を通じて、地域企業の発
展と県内企業の振興に努めて参りました。
　特に、平成23年3月に発生した東日本大震災津波への対応は、第2期中期計画期間において、何よ
りも注力した取組であり、被災地域の経済を支える中小企業の皆様の再生に向けて、生産活動の再
開と安定操業、更には、取引の拡大、新事業の創出など、関係機関と一体となって本格的な復興に
向けた取組を支援して参りました。
　当期においても、引き続き被災企業の皆様の復旧・復興のステージに応じたご支援に努めて参り
ますので、是非、ご利用頂ければと思います。
　さて、現在、世界・日本におけるものづくりは大きな変革期を迎えており、IoTの進展やものづ
くりのデジタル化、生産現場におけるロボット化などが急速に進められています。こうしたものづ
くりの革新は、製造業に止まらず、農業分野や伝統産業分野などにおいても大きな影響を与えるこ
とが想定されます。一方、本県においては、人口減少や担い手不足が大きな課題となっています。
　このため、ものづくりの大きな変化や本県の抱える課題に対応できる研究開発型・課題解決型企
業の創出と、「農工連携」など産業の枠を越えた取組を進めるとともに、県の産業政策と連動しつ
つ、研究から事業化までの一貫した取組を通じた成果の早期事業化を図りながら、地域企業の成長
さらには地域社会の発展に貢献して参ります。
　平成28年度は、こうした節目の年でありますが、今後とも、県民の皆様から信頼され必要とされ
るセンターを目指して、企業の皆様との接点、現場を大切にしながら、基本サービスの円滑な提供
とシーズづくりへの積極的な取組、より一層の技術・研究資源の充実を図って参りますので、どう
ぞよろしくお願い致します。

Ⅱ 平成28年度組織の紹介
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理 事 長　小田島　智弥



―２―

IWATE INDUSTRIAL RESEARCH INSTITUTE

Ⅲ 平成28年度の基本方針

Ⅳ 平成27年度復興支援事業実績の紹介

～岩手県工業技術センターの新たな挑戦～
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Ⅴ 各部の紹介
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EMC基礎セミナーの様子 マイクロフォーカスX線CT
装置利用講習会の様子

DIC測定の様子 DICによるひずみ量変化の様子

実車のFIR-Vカメラの設置

開発中の縦型電解研磨装置

実行速度と検知結果
（緑枠）

Ⅵ 平成27年度主な支援と活動の実績
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難削材加工技術研修会の様子

従来工法と開発工法の比較

金属積層造形法により
作製した合金の組織例
（Al10SiMg合金）

金属積層造形法により
作製した試験片サンプル
（Al10SiMg合金）

3Dプリンタ
（樹脂光造形法と樹脂熱溶解積層法）

3Dスキャナ
（レーザプローブ式座標測定機とX線CT）
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商品力向上セミナーの様子

ウッドデザイン賞授賞式の様子

曲木を利用した新製品

凸状模様の活用例

いわて型木製学校用家具

商談会出展セミナーの様子 商談会の様子

展示会出展の様子
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サルナシ園地（軽米町） ハシバミ園地（二戸市）

中華麺の製麺 中華麺の引張試験 生パスタ（茹で麺）
（左：デュラム、右：銀河のちから）

使用した山ぶどう

平成27年度鑑評会の様子

試作した山ぶどうワイン

（左から） 野村系、平谷系、同枝変り、山下系、葛巻系、大野晩成系

（左から） 野村系、平谷系、同晩摘み、同枝変り、
山下系、葛巻系、同晩摘み、大野晩成系
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Ⅶ 事業概要の紹介

事 業 の 種 類　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容　　　　　　　　　　　　　　　　費　用

技  術  相  談

企  業  訪  問

依  頼  試  験
依  頼  加  工

機  器  貸  出

受  託  研  究

共  同  研  究

デザイン制作

研 究 員 派 遣

研 究 開 発 型
人材育成支援

人  材  育  成

復  興  支  援

新技術の紹介、製品・原材料の分析や技術開発資金など、
　　　　　　　　　　　　技術に関する様々な問題についての相談に応じます
例）研究事業（外部資金等）の紹介、異物観察等の評価方法、工程上の不具合に関する相談、パッケー
ジ等デザイン、漆工技術、木材加工技術、製品に関する評価、試験方法、分析方法、特産品開発、地
域資源活用、食品加工、品質管理、衛生管理、機能性に関する相談(食品・醸造）　など

企業等の現場に職員が直接伺い、
　　　　　　　　　　　　　技術的課題の調査・解決に向けた助言を行います
例）アルゴリズム開発の相談、工芸分野（鉄器、漆器、木製品等）及び工業製品等のデザイン及び商品
開発、材料評価方法の相談、工程不具合の確認、新商品開発、製造工程実地調査工程改善衛生管理
（醸造・食品）　など

各種分析・計測を行い、その結果を成績書として発行します
　　　　　　　また、加工（デザイン加工含む）を行い、加工品をお渡しします
例）電子部品の電気的特性評価、ラベル等デザイン、家具等の強度試験、化学分析、酵母頒布（醸造）、
引張試験、電子顕微鏡観察、試験片作製　など

センターが所有する機器を貸し出します
　　（約320機種の装置が利用できます、一部所外への貸出も実施しています）
利用頻度の高い機種 例）
電波暗室、電子計測機器類、レーザー彫刻機、３次元光造形装置、コンプウッドシステム、精米機（醸
造）、電気化学測定解析システム、凍結乾燥機、HPLC、GC、キャピラリー電気泳動装置、マイクロ
フォーカスX線CT装置、フーリエ変換赤外分光装置、金属塗装被膜解析評価装置、超音波洗浄機、
原子間力顕微鏡、分光反射率・透過率測定器、スパッタ装置、X線回折装置、共焦点レーザー顕微鏡、
蛍光X線分析システム　など

企業等の希望により、センターが主体となり研究を行います
例）医療用小物（ピンセット）の開発、異種材料接合に関する研究開発、超伝導加速空洞の製造技術に
関する研究開発　など

企業等の希望により、企業等とセンターが共同で研究を行います
例）自動車安全技術の開発、木材を自由変形する新しい加工技術、溶射技術による機能性表面加工技
術、光触媒装置開発、機能性粉末材料の開発、金型用離型膜の開発、木質チップボイラーの開発、
レーザービームによる成形品部分めっき工法の開発　など

企業等の希望により、デザイン制作を行います
　　　 　　 　  （デザイン創作を伴わない場合は、デザイン加工で対応します）
例）繭キャラ（商標第5719448 号）関連商品のデザイン　など

企業等の開発・研究を加速的に進めるため、
　　　　　　　　　　　 　　　　　  研究員を一定期間、企業等に派遣します
例）企業側のプロジェクト研究等で加速的に開発を実施　など

企業等の技術課題解決のため、企業等の技術者を受入れ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  研究開発の支援を行います
例）半導体微細加工に関する技術普及、機械装置のデザイン　など

講習会・セミナーを開催するとともに、職員を講師として派遣し、
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 企業技術者等の育成を支援します
例）非破壊検査技術の講習会開催、分析技術セミナーの開催、商品力向上セミナーの開催　など

東日本大震災津波の被災企業への重点的な巡回訪問、
　　　　　　　　　　　　　サービス料金の減免、生産活動支援等を行います
例）沿岸被災企業等のニーズ調査と企業訪問等、沿岸食品事業者を対象とした商品開発相談会の開催、
首都圏での販路開拓支援の実施、放射能汚染対策事業の実施、復興支援関連研究の実施　など

※所定申込書の提出あり
（HPに様式掲載）

※所定申込書の提出あり
（HPに様式掲載）

※事前調整の必要あり
（HP)受託研究規則を参照

※事前調整の必要あり
（HP)共同研究規則を参照

※事前調整の必要あり
（HP）デザイン作成規則を参照

※事前調整の必要あり
（HP）研究員派遣規則を参照

※事前調整の必要あり
（HP）人材育成支援規則を参照

※担当者との
日程調整等の必要あり

無 　 料

有 　 料

有 　 料

有 　 料

有 　 料

有 　 料

有 　 料

無 　 料

個別対応

例外あり

例外あり

1万円/人・日

1万円/月・
実施期間中
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Ⅷ 新規導入および新規貸出の設備等

真円度測定機
（型式：タリロンド595H 、アメテック㈱テーラーホブソン製）

走査型電子顕微鏡（EDS & EBSP機能付FE-SEM）
（型式：電界放出型構造解析走査電子顕微鏡JSM-7100F、日本電子㈱製）

【概要】円筒又は穴を有する部品等のサンプルについて、幾何公差（真円度、円筒度等評価）
  のみならず、表面粗さ及び輪郭形状の測定及び解析が可能な装置です。
【仕様】・測定範囲：最大直径350mm　・最大高さ：500mmまで
  ・積載重量：40kg　・回転精度：±(0.008＋2.5H/10000)μm
【利用事例】軸受および細ピンの真円度、円筒度、内および外径の円周、真直の表面粗さ、形
　　　　　状評価 など
【機器貸出価格】2,200円／１時間あたり

【概要】材料の表面観察、異物検査、粒径観察など、幅広い分野の研究開発や品質
 管理に利用できます。この導入装置は数十万倍の拡大観察が可能です。
【仕様】・EDX（EDS）機能付（元素分析機能：周期表ベリリウム（Be）～アメリシウム（Am）ま 
 　での定性分析が可能。ナトリウム（Na）～ウラン（U）までの半定量が可能。）
 ・EBSD（［EBSP］結晶構造解析機能）付
【利用事例】金属接合表面観察、金属組成分析、金属材料の結晶方位解析 など
【機器貸出価格】2,800円／１時間あたり　（※EBSD機能のご利用は依頼試験対応）

金属粉末積層造形装置
（型式：レーザービーム要素技術研究機、TRAFAM製）
【概要】粉末床溶融結合では、レーザーを熱源とし平坦に敷きつめた金属粉末を一層ずつ溶融 
 固着しながら積層造形します。ニアネットシェイプな造形により、従来製法では困難 
 な３次元複雑形状の製品や部品の製造が可能です。また１点ものや少量多品種、試作 
 などにもご利用いただけます。
【仕様】・造形エリア：W250×D250×H185mm（ベースプレート高さを含む）
  ・搭載レーザー：Ybファイバーレーザー　・最大レーザー出力：1000W
  ・走査速度：1-5000mm/sec　・積層厚さ：0.01 ～ 1.0mm
【実際の利用事例】製品・部品の試作
【機器貸出価格】機器貸出不可、依頼加工のみ受付（料金は別途見積）

分光蛍光光度計
（型式：FP-8500、日本分光㈱製）
【概要】液体、固体、粉末試料の励起・蛍光スペクトルを測定する装置です。
 蛍光性物質含有の有無や定量分析を行うことが可能です。
【仕様】・測定波長範囲：200～ 750nm　・最大波長走査速度：60,000nm/min
 ・試料サイズ：150mm×150mm×厚み10mmまで
【利用事例】光硬化型樹脂の硬化判定、樹脂材料の表面劣化評価、統計解析による食品の産地 
 　　判定 など
【機器貸出価格】400円／１時間あたり

分光放射照度計
（型式：IRRAD-C-FILMS600-DH-ADP90、オーシャンフォトニクス㈱製）
【概要】照明器具や各種光源から放射される光の分光放射照度や演色性評価、光合成光量子
 密度を測定する装置です。
【仕様】・測定波長範囲：200～ 850nm　・積算時間：１ミリ秒～ 60秒
 ・コサインコレクタおよびアングルアダプタ付属
【利用事例】LED照明の分光放射照度測定および演色性評価、紫外線ランプ露光量の管理、
 　　植物工場用照明の光合成光量子密度測定 など
【機器貸出価格】300円／１時間あたり（所外貸出可）

装置担当：素形材技術部　高川

装置担当：素形材技術部　黒須

装置担当：機能表面技術部　目黒

装置担当：機能表面技術部　目黒

装置担当：素形材技術部　堀田

地域新成長産業創出促進事業費補助金による導入設備

地域オープンイノベーション促進事業による導入設備

岩手県工業技術センター　機器貸出 検 索検 索

公益財団法人ＪＫＡ補助事業
による導入設備 競輪・オートレースの売上金は広く社会に貢献しています。
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・特許等の無料相談会を行います。
（知財専門家による企業訪問型相談を行います。）

・直接弁理士等が中小企業様を訪問して相談対応します。

・共同利用端末機により、どなたでも
　　　　　  インターネット出願をすることができます。

岩手県知財総合支援窓口 TEL：019-634-0684　 TEL：019-636-0256
ホームページ：http://www.iwate-hatsumei.org/chizai/

こんなときにご相談ください。

●経営に知的財産を活かしたい
●特許を出願したい
●新商品が他社の権利を侵害し
　ないか調べたい
●他社の特許を使いたい

●商標やデザインを登録したい
●公報を閲覧したい
●知的財産権や支援策について
　教えて欲しい

※ご要望があれば、貴社に出向いて相談・指導を行うことができます。（出張相談無料）
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Ⅸ 新採用職員の紹介・定期人事異動情報

Ⅹ 平成27年度学会等表彰の紹介

関係機関の紹介

◆　発明の奨励と青少年創造性開発育成、ものづくり人材育成支援を行っています。
・優れた発明やデザインなどを生み出した技術者、研究開発者や発明の指導、奨励に尽力された方を表彰します。
・次世代を担う青少年の豊かな想像力の育成や科学技術・ものづくりの興味・関心を引き出す少年少女発明クラブ活動を支援しています。
・ものづくりに関わる知的財産権について、学生・生徒・児童を対象に授業を行います。
　　

◆　知財総合支援窓口を開設しています。
　　（岩手県工業技術センター、いわて産業振興センターとの共同運営）

※上記の詳細につきましては、岩手県発明協会までお問い合せください。
※岩手県発明協会は、会員の皆様にご支援いただき活動しております。ご入会につ
　いては随時承ります。

　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　 

岩手県発明くふう展（一般公開日） 少年少女発明クラブ交流会


